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9二のたびは1苎社の三二 ?- K ブ D セフ 
サーをお»い上げいただきましで .d 
ItfcU がとうございました a 
• ご使用的に1この Jls 极説眧書 H ill まで 
お铳みのうえ，正しい年い方で宋 a くご 
愛用 < ださ!*% 

•万一ご莹用中，わからない^とや不具合 
が生じ.たお役】こ立 t ■ます^またお狂 
み I こなつ?■こ*!とは.大切に保安してくだ 
さい L 
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r 1. 安全のため必ずお守りください I 


_ご使闬 sm 二この『安全上のご注*』をよ < fc » みにな-:!て，正しくお使いください0 


/h laarM - k つた故い沄すると，入^じ承たは ■!*&* 1 
/ ? う司 fen が》定される闪容を*し sr . 

/h 61 つた ® yin いを r ると - 人？ jqi»sfl5^3PEiiR 

じ \ /Jt ^ • ■■： $ 櫃 1 のみの褰生が @ !t される内容を，しまれ 


核: a 示の例 


(S) 

© 


Sl £ 号は I 「换止」（しないで 
ぐださレ:！を*します. 

_ 記号は 1 「法制」{必ずして 
<ださ10をボします- 



r 爪注意 ) 

❶ 

スイ v テ®「切 j を®かめてからフ' 
ラグを技き差しすること : . 

〇 

コンセントからプラグを找くときな 
プラグを持って捸< こと u 

❶ 

調理材料を肽 y ㈦ す時には y ゴムべ 
ラ等で Hs 【 J 出すこと 


使用後 n 必ずスイッテを切リフラグ 
をコンセントから棣くこと u 

m 

部 ft の叫 V 付け t 政 y 外し及び、お 
手入れをする時は，プラヴを铒くこ: 
と c 

の 一 

交流疋馮11 0 V 以外では使わないこと 

■St 

0 

力‘ン今一が究全に停 jt すもまでは铯 
対に：?ラを M けないこと. 

0 

鼋相ユー K やブラグが供んだ時は使 
わない U 差し込みのゆるいコンセン 
卜は使わないこと， 

Q 

理転中に移動させないこと 

〇 

M 料が多すぎたり，その他の角 g で 
&:松が止求っ ti 時はそのま; U の状 s 
で使わないこと ■ 

0 

不安定な所では使わないこと- 


■^3 - Fli . AS 付けない、加工し 
ない、典埋に曲げない，弓；つ*らな 
い t ねじ b な! _. V . ® い物をのせない 
こと t ) 

® 

和で 以上仍骷い材料は容器に入れな 
いこと‘ 
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1 各部のなまえとはたらき 


プッシャー 

■ M 科を押し込みます 

投:入口 - 




スライス< せん切りカッター 

1执のカッターの裏表を『スライス』 
と『せん切4』に使い分けます 





•■= — 円板軸 


容器^ 

401以上の材料を A れな I ' 


A 



みじん切りカッター 

『きざむ』『まぜる j 時に倥います 


仕 様 


f 

M 源 

AC1A0V 50/60ぬ 

消霣踅力 

讎 

定格時間 

■ 


温度ヒューズ 130て 

コー ド是さ 

1 Atn 


■话 約丨 2Mg : .付辅品含む） 

本钵寸法 

幅 IS Otim ?c 奥行き Y2 5m x S さ 24 5 &m 

— ./ 
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な時には 



※ご 悚 用！！ 3 kfi 龙が 時..次の 占を お8|ベぐだきい 〇 


症 « 

考えられる面因 

知 ■ R 

振»が大きい 

材 W の切り方が大きすぎる 

材料を小さくする 

EK がおそい 

材料の置が多すぎる 

材料®： 1 S 滅らす 

力'^夕 が回らない 

材料の粘 y が強い 

異奧が出 i 

材料の董が多すぎる 

材料®量を滅らして t 

出る時は修理に出す 

材料の咕りが強い 


材料と調理の例 
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材料と調埋の例 


.んなことができます 


ハンバーグのたねきざしまぜる栌いっぺんに • 


/— mt \ _. sa 分？ 
■ 次■き二霣备 


'Xj^f 又 li 


■ Z ■し j ■う . 

ノメ ウ*“ - ' - 

4 JL 3 l ^1 -f 7- 1 


映 

am 

I E y £ 

的 
分身 
ダ相 J 


㈣] Jr 

■ パ i<e#tTi=LrT ■[ い _ 
UiC'T W£W a , ■■{イス EA れ 
TT 

■ ■•: ••* んし .. 

T t 3 もし T_B 

tt ! WA _ < m ん L 拿す ■ 


f *? i h * §>r>n 


いわしのす y み 




—m\ 

L 机 


IQL 峰 ： Sttk 


J+t 

• JU.LI4 - 

We 



■ 、备 a 



■ M*[3E4^e rm* してべ 


作_ 

■ い ■ _| ■ RPctE 
w , RPE i M 
木 SI ■■して骨£”¥_き ■■ ] ■コ 
< らい I 二幼 MT ： す， 

■みじ…01.1 占.|? EHL'TT 
苷 ns 全， A れ. -t7TE.t^A«^ 
«s5 み：1=圩か〇|んし！:す s 


f ； ffi ■ 制？ 



本体と容器のセツトのしかた 


本体と苕•印をわせて下因のよ 
* うにおきます.. 



完全にセットでき fc か、容器®取っ平 
を抒っ r 本体を特ち上 Ifr 確泌して< 
ださい。容器と本体がヒタリ i _ 体に 
なってない軒はセットが不十分ですか 
ts もう一度最初からゃリ苗 ur くだ 
さい。セット後に使用されるカッター 
を取り付けて < ださい。 



7 力于ッと苷がするまで容器を左に回し， 
ム •印を会わせます 

{容器のセ■ン H こつい t のご注意）この B 品 
は道転中に容器が* I まない梅にする為にセ 
ットが堅めにな - it いますので容器の取手 
去 W つて页手で睢く回して下さい.. 



@夕のセットのしかたとはずし方) 

フタを容器に図のようにセットしてくださ 
い， 

■ ■フタのロック部を矢印の方向に力千ッと 
奢がする末で闾してください„ 

2 . フタの天印を本体の 

矢印を咨わせることを 

琏涊して < ださい，ス 101 

イッチボタンが使用可 

後な状班にな y 末す c 
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7. 『スライス」「せん切り』の手順 


カッターをセットします.， 

♦円保«を容 ffim 中央I:こセゥトしますカッター ±R 板》上部 m 
の凸®がかみ舍っている弗を钮ほして《ださい. 

參カッターに* *示されている切り方 ro，® い： r. 了い曲を上にして1 
円 ffi_i ■こ: fet! 至す'‘ 


的 


/h m 告 



■刃の在!分： kaWiig ■い 


C 

也 注意 


ド-^ 

•力，，一は下古で印*|=はめ fit 、 





カッターをセットし1フタ左乘せま 

す。 

■フタを写した ttst ブラヴ¢ 3 ンセントに 
若 L 込 t ； と.ズイッチが入 y 法す®でごさ 
S ください， 



A 注 

意 

參ヵナ iS—IST:# ： で FI* 

l:li め 



3投入口に w 料を入れ1进雅プラグ去 
'コンセントに差し込みます,， 



A 注息 

• | 5 adi：t »= tt - 4 «(を人打な -■ 

* フ 51 ：，せてから . U ブラ？ *■ ： } クセント！ ^* し fit 


4 M 枓をプツシャーで押さえながらスイ 
■ ッ于部去押します， 





讲涵プラグを栴きべカツタ 
を外して紂料左敢 y 出す,. 


_ が*わつた^: SR ：?ラブ S : コン t ントか6认< ■ 

t はゴムべ， ^ t \ tb e 
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8. 「きざむ」「まぜる」 の手順 






フタ左菜せ.セ 
* ツトしてから® 
漉ブラヴを 1 
コンセントに差 
し込みます,， 
♦フタを 3* した状 S 
で1£游フラグをコレ 
セント|こ*し込むと， 
スイッ于が入 LJ ます 
のでご生 S< ださい. 


スイッ于部を向して芑ざみます 


1みじん切 L J カッターをセットし .f 才 
I • 枓左入れます 

♦材 ㈢ が多い持は， R 1 か I こ分けます, 

鲁カゥターは， つまみを挤っ 
C*f< SJ6 に回しながら下芙 
で入れます，. 


Ai 費 

參刃め的分 i=a=i： ふれない， 

畢涫你は攻也上入れない 

〇上め《い液体&人 n ない. 


電源プラグを抜きカッター 
を外してから材料を取 4 出 
します、 


企注意 

■办7#—がつい白鳶璩の審瞿の巾に子 tAH 夺 
•aa が t ら《凋ブラヴ爸 3 1 セし卜から饬< 
_枳《笋 u り辻す rtd ゴムべ，_^隹う 


茁 注意 

_ A #一 PH 与狂 L，uu 

#5_：フラグ t コン t レ Wia し込 A ■だ*: i 、 の 
中に 4 f 齐入 h ない， 


_ ZL _ E_JR 

*7 S F*tt て ir -j 卜 L てか フ，ヴ备 
コンセント iib し ac . 


9. お手入れの仕方 



ツター 





ぬるま名を流しながら1ブラ 
シなどを他って洗います n 洗 
った後よ<水切 y をしてくだ 
さい n 



スポンジに中性洗剤をつけて 
洗い末す， 



&警吿 

#** ft -. ru ., *?!« £**>«: い* 

し t い. 

_火で乾_しない 

* ftfl 浼い11嫡 U dH# [燏 fl は性ゎない 

<i^wj 4な si 班す I 


湿ったふきんなどで拭 
きます a 



I M :貴： 

■水法いは L ない k 

_• シン r -、 ベ v ■ンレ，：ロレたわし、 
由，皎窨污： h^i l u lt ： bt い ■ 
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アフターサービス について 


I. 保 il 暑は必す「お百い上げ年月日』と「販売店名」笫所定*項の32入及び記 K 内容をご3跽のうえ t お E 
い上げの呔开店からお受け取 1 J い/こだき1纪软内®をよくお SS みの S とI大切に保氏してください， 

I. 保 Si 期間は、お買い上げ B から1年閏です ■= 保51斯聞中に修理を依和される i きは，お買い上 If の®先 
店まで保砬#を添えて商品をご持参ください，保扯窨の內宕『こ從って眧売店で栈埋いたします。 

3. 保 ii 期間径過後の修理について t. ft s い上げの吸充店にご扣该ください.修理によつて \iani が推锜 
で寺る塥含は t お S 様のご要逋によ LJ 有料修理いたします， 


i この製 S の補修用性 fe 昍品®低保有期 W は故造打切後5年です&補修用性鹺郎品とは，その SI 品の梅 
眭を雄待するため I こ必 K な都品です， 

5. 製晶1：：5其のある場合には.お S 搽ご自承で拓れ手を加えた 4 J することは卷眹です。绝対 
にしないで< ださい s 

B. アフターサービスについてご不明な )S は1お n い上げの販売]^至たは当社ご相拗窓口にお問い fi わ 
#<ださい.. 


ご相談窓口 

お HVtt 均 fflE や BffiCffi 方法についての及び》 0 けービスの CK 内 H ( 愛 fj«a_ • 平日 &B — 10¢) 

^ 0120 - 3094(38 
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